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第３回定例会
（３月議会）
あらまし

　
３
月
定
例
会
は
、
２
月
27
日
か
ら
３
月

８
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。
町
長
施
政
方
針
演
述
、
教
育
長
教

育
行
政
演
述
の
後
、
６
議
員
が
一
般
質
問

に
登
壇
。
町
政
諸
課
題
に
つ
い
て
議
論
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
令
和
５
年
度
各
会
計
補
正
予

算
、
条
例
の
制
定
や
改
正
、
指
定
管
理
者
の

指
定
、
町
道
路
線
の
認
定
と
変
更
、
令
和
６

年
度
当
初
予
算
案
な
ど
全
40
議
案
と
専
決
処

分
１
件
、
発
委
１
件
を
審
議
し
、
全
て
原
案

の
と
お
り
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

住
田
町
営
住
宅
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

新
築
整
備
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Pick Up！町長の施政方針2024
医療

公共交通

ふるさと納税

栗木鉄山跡

住田中学校

職員派遣研修

△ �社会福祉協議会との連携により、手
すりの位置や収納設備など、入居者
への細やかな気配りが施されている

まちの資源を最大限活用
町民力を結集し

「共生のまち住田」実現へ

在宅医療の充実
　将来を見据えた保健・医療・福祉・
介護のあり方について検討を推進。
新たな取り組みに着手します。

地域公共交通計画を策定
　地域特性に応じた移動手段確保の
実現を目指します。

町産品の販路拡大
　近隣自治体との連携を強化し、共
通返礼品の設定に取り組みます。

保存と活用の整備検討
　多方面より、広く意見を聴取し、
整備の検討を進めていきます。

学校施設の環境整備
　新たな統合中学校がスムーズにス
タートできるよう努めます。

小さな拠点で派遣研修
　職員の人材育成のため、小さな拠
点づくり派遣研修を実施します。

町
営
住
宅
の　
設
置

住
み
替
え
着
実
に

　
３
戸
新
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下
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●
建
設
年
度

昭
和
38
年

神田謙一  町長
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６
年
度
か
ら
の

　
介
護
保
険
料

基
準
月
額
は

　
６
４
０
０
円

現
行
比
で

　
１
０
０
円
増
額
に

督促手数料の 廃止

変更請負契約の 締結

指定管理の 同意
これまで
　町税や保険料などを滞納した方へ督促状を発送する
際、実費負担として１件につき100円を徴収してきた。

これから
　納税システムの変更や郵便料の値上がり、県内市町
村で督促手数料の廃止を進めていることなどを考慮
し、全ての督促手数料を廃止とする。

滝観洞観光センター受付棟新築工事
277万6400円を増額し、変更請負契約を締結。

契約金額
　　変更前　１億2320万円
　　　　　　　　↓
　　変更後　１億2597万6400円
変更理由　　　　　よう壁工事の際に岩盤などが発掘され、転
圧作業や水道敷設などに支障が生じ、追加工事が必要
となったため。

高齢者生活福祉センター
（アンルス）の管理者を
住田町社会福祉協議会
（世田米字川向96番地5）
に指定することに同意。

指定期間は令和6年4月1日
からの３年間。

農林水産物直売・食材供給施設
（ぽらん）の管理者を
住田観光開発株式会社

（世田米字子飼沢30番地39）
に指定することに同意。

指定期間は令和6年4月1日
からの３年間。

■第9期所得段階別介護保険料
保険料
段　階 課税状況 対　象　者 介護保険料（円）

月額 年額

1段階 非課税世帯
・生活保護受給者
・合計所得+課税年金収入が
80万円以下

2910
（1820）

30900
（21800）

2段階 非課税世帯 ・合計所得+課税年金収入が
80万円超120万円以下

4390
（3100）

52600
（37200）

3段階 非課税世帯 ・合計所得+課税年金収入
120万円超

4410
（4390）

52900
（52600）

4段階 課税世帯
（本人非課税）

・合計所得+課税年金収入が
80万円以下 5460 69100

5段階
（基準）

課税世帯
（本人非課税）

・合計所得+課税年金収入が
80万円超 6400 76800

6段階 本人課税 ・合計所得120万円未満 7680 92100

7段階 本人課税 ・合計所得120万円以上
210万円未満 8320 99800

8段階 本人課税 ・合計所得210万円以上
320万円未満 9600 115200

9段階 本人課税 ・合計所得320万円以上
420万円未満 10880 130550

10段階 本人課税 ・合計所得420万円以上
520万円未満 12160 145900

11段階 本人課税 ・合計所得520万円以上
620万円未満 13440 161200

12段階 本人課税 ・合計所得620万円以上
720万円未満 14720 176600

13段階 本人課税 ・合計所得720万円以上 15360 184300
※（　）は低所得者軽減後の保険料

　
令
和
６
年
度
か
ら
３
年

間
を
期
間
と
す
る
町
老
人

保
健
福
祉
計
画
・
第
９
期

介
護
保
険
事
業
計
画
を
策

定
。
65
歳
以
上
が
対
象
と

な
る
第
１
号
被
保
険
者
の

介
護
保
険
料（
基
準
月
額
）

は
６
４
０
０
円
で
現
行
比

１
０
０
円
の
増
額
。

　
人
口
減
少
に
伴
う
若
い

世
代
へ
の
過
重
な
負
担
を

先
送
り
せ
ず
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
安
定
的
に
維
持
し

て
い
く
た
め
、
介
護
給
付

費
準
備
基
金
を
活
用
し
な

が
ら
、
緩
や
か
な
ペ
ー
ス

で
負
担
を
求
め
て
い
く
。
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△　�新たな歴史の第一歩となった住田中学校開校式

学習環境が快適に
〇住田中学校の施設整備	 704万円
　（エアコン・トイレなど）
　　新設される住田中学校の施設整備の
内容は。
　　統合により３年生の教室が変更とな
ることから、有住中で使用したエアコン
を移設し活用する。生徒用のトイレにつ
いても改修を予定している。

地域と共に歩む部活
〇部活動指導員配置	 56万円
　　中学部活の地域移行をどう考えるか。
　　地域移行は、体育協会、スポーツ少
年団、各競技協会、中学部活動育成会な
どが参加する関係者会議や総合教育会議
で、検討している。今後は、統合中学校
の円滑な運営を最優先に７月ごろの会議
を考えている。

町民のデジタル活用を
〇自治体ＤＸ推進事業	 2222万円
　　自治体ＤＸ推進には、住民ひとりひ
とりの参画が重要と考えるがどうか。
　　昨年３月に策定した住田町ＤＸ推進
計画および住田町ＤＸ推進計画アクショ
ンプランに基づき自治体ＤＸを推進して
いる。幅広い世代がインターネットやデ
ジタル端末を活用できるように取り組む
「デジタルデバイド対策」が重要であり、

　
中
学
生
に
と
っ
て
は
、

部
活
動
は
大
き
な
関
心
事

で
す
。
存
分
に
活
動
で
き

る
条
件
を
整
え
て
ほ
し
い
。

　
ス
マ
ホ
は
電
話
が
主
で

す
が
、
最
近
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
始

め
ま
し
た
。
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
で
き
る
ス
マ
ホ
講
座
を
。

水み
ず
野の　
審し
ん
さ
ん

（
下
有
住
字
中
上
）

佐さ

さ

き
々
木
輝て
る
あ
き昭
さ
ん

（
上
有
住
字
山
脈
地
）

　令和６年度の一般会計予算、国民健康保険・
介護保険・後期高齢者医療の各特別会計予算、
簡易水道・下水道の各事業会計予算は３月４日
から６日の３日間にわたり予算審査特別委員会
（荻原勝委員長）で審査しました。委員の質疑
からいくつかをお知らせします。採決では、全
会計予算が全会一致で可決されました。

人口減や災害多　発化に対応
　     ～未来へ向け　課題を審議～

教育

ＤＸ

住田中学校が新設開校

住民利便性向上

町
民
の
声

町
民
の
声

問

問

問

答

答

答

スマートフォン使い方講座の開催、広報
やホームページ、住田テレビなどを通じ
て町民の理解を得ていきたい。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
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△　�ミニデイで介護予防

保険料に基金活用
〇介護保険費	 １億4957万円
　　第９期の介護保険料額を将来推計値
から試算すると月額6900円となるが、
100円増の月額6400円となった。不
足分は１億２千万円ほどある基金から取
り崩すとしているが、今後の見通しは。
　　第９期は令和６年度からの「３年
間」で3580万円の基金を取崩すことに
なる。第１0期以降は、高齢者の利用状
況や人数などさまざまな要素から検討。

オンライン診療スタート
〇在宅医療等のあり方検討支援委託料

429万円
　　在宅医療におけるオンライン診療
は、どのように進めるのか。
　　令和６年１月に住田地域診療セン
ターでスタートした。あくまでも慢性期
の患者が対象で、２回に１回はオンライ
ン診療、もう１回は対面診療となる。

　
保
険
料
が
抑
え
ら
れ
て

安
心
し
ま
し
た
。
介
護
保

険
を
使
わ
な
い
よ
う
健
康

づ
く
り
に
頑
張
り
ま
す
。

菅す
が
戸と

み
ど
り
さ
ん

（
下
有
住
字
奥
火
の
土
）

令 和 ６ 年 度
一般会計予算
ほか５会計予算

を  可  決

区　　分 令和６年度 令和５年度 伸び率
一　般　会　計 51億6600万円 50億3500万円 2.6％

特別会計

国民健康保険 7億171万円 6億6180万円 6.0％

介護保険（保険・サービス） 10億70万円 10億196万円 △0.1％

後期高齢者医療 8667万円 8108万円 6.9％

企業会計
簡易水道事業（支出予算） 2億3701万円 2億3083万円 2.7％
下水道事業（支出予算） 1億5433万円 1億8272万円 △15.5％
合　　　計 73億4642万円 71億9339万円 2.1％

令和６年度　各会計予算の前年度との比較

人口減や災害多　発化に対応
　     ～未来へ向け　課題を審議～

保健福祉
健康寿命の延伸を
〇健康増進事業	 1712万円
　　健康寿命延伸策を各分野と連携して
取り組み、町の活性化につなげるべき。
　　健康は自助が基本だが、健診や健康
教育、ミニデイサービスなど既存の施策
のほか、スポーツや生涯教育、農林業な
どとも連携し健康寿命の延伸に努めたい。

在宅医療体制充実へ

町
民
の
声

問 問

問

答

答

答

予
算
審
査
特
別
委
員
会
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微生物で土壌改良
〇高機能バイオ炭実証試験事業委託料

245万円
　　高機能バイオ炭の取り組みを今後ど
う進めていくか。
　　高機能バイオ炭は、名古屋大学のベ
ンチャー企業が取り組んでいるもので、
もみがらや畜糞などの資源を炭化し、微
生物を付着させて生成し、土壌改良剤と
して活用する。町内には鶏糞炭化施設も
あり、より有効に活用できるのではと考
えている。令和６年度には圃場を確保し、
実証圃の取り組みを進めていきたい。

農林業 農地づくり森づくり

問

答

スギ花粉症対策へ
〇	花粉の少ない森林への転換促進対策事
業補助金	 1000万円
　　スギ花粉症の発生源対策に沿った山
林づくりをどう考えているか。
　　国はスギ花粉症を深刻な社会問題と
捉え、発生源対策、飛散対策、発症対策
の３本柱を推進している。本町の発生源
対策としては、まず町有林で花粉の少な
いスギ苗木への植え替えを進める。今
後、私有林支援のあり方も検討していき
たい。森林事業体への生産力強化助成な
ども講じていく。

△　�大船渡地区消防組合通信指令センター

防災訓練を実践的に
　　自助・共助力アップのための防災組
織の人材育成をどう進めていく考えか。
　　自助7割、共助2割、公助1割と言
われている。今後は、自治公民館や自主
防災組織が自助・共助の核となり、そこ
を行政が支援する。自主防災組織強化策
としては、防災士の育成を継続するほか、
町総合防災訓練をより実践的にし、町独
自研修会では個々の役割を明確化するな
どして共助力向上を進めていく。

介助業務を社協へ委託
〇避難所用資機材購入費	 100万円
〇避難所運営補助委託事業	 203万円
　　避難所運営補助業務の内容は。
　　災害時、避難所を開設した際に介助
が必要な避難者がいる場合、その避難者
に対応する。また役場職員も介助方法を
指導してもらうなどして、避難所の円滑
な運営を図る。委託先は社会福祉協議会
である。

　
救
急
搬
送
の
多
い
住
田

町
で
は
、
よ
り
迅
速
で
適

切
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。新
シ
ス
テ
ム
に
期
待
。

菊き
く
池ち

実み
ゆ
き行
さ
ん

（
世
田
米
字
世
田
米
駅
）

防災
消防指令システム更新
〇大船渡地区消防組合分担金

２億3885万円
　大船渡地区消防組合の分担金は昨年度
比で7000万円ほどの増額となった。こ
れは１0年に一度の大規模な消防指令シ
ステムの更新によるものであり、今後の
広域化や共同運用も念頭に置いている。

もしもの災害見据えて

町
民
の
声

問

問

答

答

問

答

予
算
審
査
特
別
委
員
会
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「提言できる」
　　地域おこし協力隊
〇地域おこし協力隊設置事業（提案型）

1247万円
　　提案型の地域おこし協力隊設置事業
とは、どのような取り組みか。
　　これまでは町が事業展開を指定して
地域おこし協力隊員を募集してきた。提
案型は、隊員側の主体的視点でよりよい
地域活性化を実現することを目指すもの。

既存施設を有効に
〇種山ヶ原体験交流センター管理事業
（旧遊林ランド）	 486万円
　　種山ヶ原体験交流センターの今後の
利活用をどのように捉えているか。
　　森の保育園の休憩場所として利用し
ている。今後の活用方法に関しては、各
課横断的に検討していきたい。
　　これまで森林（もり）の科学館構想
を県に要望してきた。種山ヶ原体験交流
センターを活用し、実現に取り組んでは
どうか。
　　森林（もり）の科学館構想は、最初
に要望した時点から社会状況や県の立場
が変化している。既存施設を有効活用し
たい意向はある。良いアイデアがあれば
県と共にあり方を検討していきたい。

　
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、

新
し
い
視
点
で
の
提
案
、

明
日
に
向
か
う
活
動
・
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
遺
跡
保
存
や
案
内
の
し

易
さ
の
た
め
に
、
保
護
用

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
水
や
葉

が
溜
ま
ら
な
い
設
備
を
。

菅か
ん
野の

正ま
さ
司し

さ
ん

（
世
田
米
字
向
村
）

鈴す
ず
木き

英え
い
司し

さ
ん

（
世
田
米
字
川
向
）

まちづくり

観光

町の課題を発掘

どう活かす種山と栗木

町
民
の
声

町
民
の
声

問

問

問

答

答

答

鉄山跡整備検討へ
〇栗木鉄山跡地整備事業	 105万円
　　栗木鉄山跡に関する整備や今後の取
り組みは。
　　栗木鉄山跡整備検討委員会を開催
し、検討する。国史跡への指定の際に協
力を受けた指導員６名に加え、保存科学
や公園整備、観光、地域経済の代表者な
どが参加者となる。栗木鉄山跡と種山ヶ
原の連携についても話し合っていきたい。

「住田町にはこんな課題がある。こういっ
た事業展開をしたらどうか」など提案し
てもらう形となる。３名の募集予定。

△　�令和３年に国指定史跡となった栗木鉄山跡

問

答

予
算
審
査
特
別
委
員
会

7 　　すみた議会だよりすみた議会だより　185号　185号
　　令和６年４月26日令和６年４月26日



△　�震災伝承施設に登録されたイ
コウェルすみた展示棟

△　�町道に認定された蔵王洞線

議 案 審 議
多様な支援に活用 目的を達成
　　　　大震災復興基金を 廃止

東
日
本
大
震
災
復
興
基
金

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

議
員
の
請
負
の
状
況
の
公

表
に
関
す
る
条
例
制
定

残
高
は
一
般
会
計
へ

繰
り
入
れ

町
道
の  

認
定
・
変
更

旧
国
道
３
４
０
号

　
町
道
に
移
管
へ

　
「
東
日
本
大
震
災
復
興

基
金
」
は
平
成
23
年
創

設
。
復
興
に
係
る
交
付
金

や
一
般
社
団
法
人
モ
ア

ト
ゥ
リ
ー
ズ
（
東
京
都
）

か
ら
の
寄
付
金
な
ど
を
積

み
立
て
て
き
た
。
基
金

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形

成
支
援
や
復
興
モ
デ
ル
住

宅
（
町
営
住
宅
）
整
備
、

イ
コ
ウ
ェ
ル
す
み
た
整
備

な
ど
に
活
用
。
残
高
の
約

３
０
０
０
万
円
は
、
一
般

会
計
に
繰
り
入
れ
る
。

認
定
路
線

•

蔵
王
洞
線

　
　

３
５
８
・
４
ｍ

・
山
脈
地
恵
蘇
線

　
　

３
３
６
・
８
ｍ

・
ひ
つ
わ
り
線

　
　

８6
・
６
ｍ

　
（
旧
有
住
中
学
校
前
）

変
更
路
線

・
山
脈
地
ひ
つ
わ
り
線

　

変
更
前

　
　

９
２
３
・
３
ｍ

　

変
更
後

　
　

８
５
９
・
０
ｍ

　
　
（
ひ
つ
わ
り
橋
の

　
　

廃
止
に
伴
う
変
更
）

住田町職員の高齢者部分休業に関する条例
　定年延長の職員を対象とする休業制度。通院な
どの際に取得できる。

住田町付属機関の設置に関する条例の一部
を改正する条例
　中高一貫教育校設置推進委員会を廃止する。

手数料条例の一部を改正する条例
•�戸籍電子証明書の提供に必要となる識別符号の
発行を１件につき400円とする。
•�除籍電子証明書の提供に必要となる識別符号の
発行を1件につき700円とする。

議
員
　の
な
り
手
対
策
に

　
こ
れ
ま
で
議
員
個
人
が

自
治
体
に
対
し
て
請
負
を

す
る
こ
と
は
、
地
方
自
治

法
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
て

き
た
。
近
年
、
地
方
議
員

の
担
い
手
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、

請
負
の
定
義
明
確
化
と
議

員
の
請
負
規
制
を
緩
和
。

自
治
体
と
継
続
的
な
取
引

が
あ
る
議
員
は
、
年
間
の

取
引
額
が
３
０
０
万
円
以

下
で
あ
れ
ば
、
令
和
５
年

度
よ
り
事
業
請
負
が
可
能

と
な
っ
て
い
た
。

　
今
回
の
条
例
制
定
に
よ

り
、請
負
の
あ
る
議
員
は
、

金
額
や
概
要
を
議
長
に
毎

年
報
告
し
、
公
表
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

選挙管理委員、
同補充員を 選挙

1　選挙管理委員
氏　名 住　所
高橋美枝子 下有住字十文字106番
紺野　敏郎 世田米字竹ノ原5８番地
大和田文雄 世田米字田谷１6番地
熊谷　公男 上有住字天獄26番地3

2　選挙管理委員補充員
氏　名 住　所
佐藤　鉄男 世田米字畷畑9番地2
紺野　恵子 上有住字桧山5８番地2
千田　三子 世田米字川向１2番地2
水野　　司 下有住字新切4１番地
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町
の
考
え
を
問
う

町
の
考
え
を
問
う

登壇！登壇！

一般質問一般質問

３月議会

災害対策、総合計画災害対策、総合計画
公共交通などを議論公共交通などを議論

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、
執
行

機
関
に
対
し
、
施
策
の
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
、
所
信
や
疑
問
点

を
た
だ
す
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
議
員
活
動
の
場
で
す
。
１
回
目
の

質
問
事
項
は
、
事
前
に
執
行
機
関
へ
通
告
さ
れ
て
お
り
、
全
項
目
を

一
括
し
て
質
問
。
２
回
目
以
降
の
再
質
問
は
、
１
問
１
答
方
式
で
行
っ

て
い
ま
す
。
持
ち
時
間
は
、
答
弁
を
含
め
て
一
人
あ
た
り
60
分
で
す
。

　
こ
こ
か
ら
は
、
主
な
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
た
内
容
を
登
壇
順
に

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　全文記録（議事録）は、役場庁舎２階の総務課と町のホー
ムページ上で閲覧できます。

（ＱＲコードで議会ホームページへ直接進むことができます）

ページ 質		問		者
（登壇順） 質問項目

10 荻
おぎわら

原　　勝
まさる

①町民の移動手段確保

11 瀧
たきもと

本　正
まさのり

徳
①次年度に向けての町施策の推進
②住田町ＤＸ推進計画

12 阿
あ べ

部　祐
ゆういち

一
①防災対策
②農業の振興策

13 佐
さ さ き

々木信
しんいち

一 ①人口減少対策

14 金
きん

野
の

　千
ち づ

津
①防災に関する町の取り組みと地域住民組織との連携　
②住田町における男女共同参画の取り組み状況
③第９期介護保険計画

15 村
むらかみ

上　　薫
かおる ①防災・安全対策

②令和６年度の重要課題

▼ＱＲコード
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議員のつぶやき

バス路線や時刻表の変
更に対応した分かりや
すい乗り換えマップを
作ってはどうか。

荻
おぎわら
原　　勝

まさる
議員

△　�小型電気バスの実証実験が陸前高田市で行
われた

町
の
考
え
を
問
う

　
　

高
齢
に
よ
る
免
許
返

納
な
ど
の
諸
事
情
で
タ
ク

シ
ー
の
移
動
を
選
択
せ
ざ

る
を
得
な
い
方
々
へ
の
支

援
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
町
長

　

送
迎
を
頼
め
な
い
こ
と

や
バ
ス
停
ま
で
遠
い
こ
と

な
ど
の
理
由
か
ら
公
共
交

通
を
使
う
こ
と
が
難
し
い

と
感
じ
て
い
る
住
民
が
一

定
数
お
り
、
当
町
の
地
域

課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

重
度
障
害
者
に
対
し
て
は
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
タ
ク

シ
ー
利
用
へ
の
支
援
拡
大

は
、
バ
ス
運
行
と
の
競
合

な
ど
が
あ
り
、
多
方
面
か

ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

問答

　
　

路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
近
年
、

利
用
者
が
減
少
傾
向
に
あ

る
。
バ
ス
利
用
促
進
の
取

り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
　
町
長

　

町
総
合
計
画
事
業
評
価

な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
、
公
共
交
通
機
関
を
全

く
使
わ
な
い
と
回
答
し
た

８１
・
３
％
の
人
た
ち
へ
の

動
機
づ
け
が
必
要
。
令
和

６
年
度
に
地
域
公
共
交
通

計
画
を
策
定
す
る
。
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
り

町
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

利
用
促
進
を
図
り
た
い
。

問答

　
　
地
域
公
共
交
通
計
画

に
お
け
る
周
辺
市
と
の
連

携
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　
　
町
長

　

計
画
の
対
象
区
域
は
住

田
町
全
域
で
あ
る
が
、
陸

前
高
田
市
、
大
船
渡
市
な

ど
に
ま
た
が
る
広
域
バ
ス

路
線
が
複
数
運
行
さ
れ
て

問答

い
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
市

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
公
共
交
通
の
広
域
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
地
域
公
共
交
通
計
画

の
策
定
で
は
、
全
国
他
市

町
村
の
事
例
な
ど
も
参
考

に
し
て
は
ど
う
か
。

問

　
　
町
長

　

地
域
課
題
を
解
決
す
る

手
法
と
し
て
、
全
国
の
自

治
体
の
事
例
を
参
考
と
し

た
い
。
小
型
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
の
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
化
、

ロ
ボ
バ
ス
の
自
動
運
転
な

ど
の
実
証
現
場
を
視
察
し

検
証
や
検
討
を
し
て
い
く
。

　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
混

乗
化
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
町
民
生
活
課
長

　

一
定
の
要
件
を
満
た
せ

ば
一
般
住
民
の
混
乗
化
は

認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
子
供
た

ち
の
通
学
の
た
め
と
い
う

大
前
提
が
あ
り
、
そ
の
目

的
に
反
し
な
い
検
討
が
必

要
と
な
る
。

答問答

問 町民の移動手段確保を
答 公共交通計画策定へ

問
周
辺
市
と
の
交
通
連
携
は

答
広
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
で
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議員のつぶやき

瀧
たきもと
本　正

まさのり
徳議員

待ったなしの変革の
時代、迎え撃つ心と
姿勢で臨みたい。

△　�町内で初めて設置された世田米保育園のペ
レットボイラー

町
の
考
え
を
問
う

　
　

少
子
・
高
齢
化
、
人

口
減
少
と
大
き
な
社
会
変

化
の
中
、
５
年
・
10
年
先

の
将
来
に
向
か
う
次
期
総

合
計
画
作
成
に
当
た
り
、

住
民
と
の
直
接
対
話
の
機

会
を
設
け
る
べ
き
で
は
。

　
　

町
長

　

現
計
画
の
施
策
成
果
や

課
題
を
把
握
し
、
時
流
や

町
の
特
性
を
踏
ま
え
、
素

案
・
骨
子
を
作
成
。
懇
談

会
を
開
催
し
、
町
民
の
意

見
を
受
け
総
合
計
画
成
案

作
業
を
進
め
る
。

問答

獣
被
害
対
策

強
化
を

　
　

深
刻
な
鳥
獣
被
害
対

策
は
強
く
進
め
る
べ
き
。

捕
獲
後
の
よ
り
良
い
処
理

や
加
工
施
設
の
整
備
を
。

　
　

町
長

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
中
心
に

毎
年
千
頭
前
後
の
有
害
捕

獲
を
実
施
。
捕
獲
し
た
個

体
は
埋
却
な
ど
の
処
理
が

さ
れ
て
い
る
。
現
状
で
は

ジ
ビ
エ
加
工
な
ど
の
施
設

整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

問答

　
　

地
球
温
暖
化
防
止
策

に
繋
が
る
二
酸
化
炭
素
の

削
減
は
、
意
識
的
に
取
り

組
む
べ
き
社
会
的
課
題
で

あ
る
。
町
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
推
進
計
画
の

進
捗
状
況
は
。

　
　

町
長

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
公
共
施
設
な
ど

に
導
入
し
て
い
る
。
推
進

計
画
で
は
、
太
陽
光
や
風

力
に
つ
い
て
も
、
自
然
環

境
と
調
和
し
つ
つ
民
間
事

業
者
な
ど
に
よ
る
導
入
を

支
援
す
る
。

問答

　
　

鳥
獣
保
護
と
の
共
存

の
観
点
か
ら
、
鳥
獣
が
山

で
生
息
で
き
る
山
林
環
境

整
備
を
進
め
る
べ
き
。

　
　

町
長

　

町
内
山
林
は
餌
場
と
な

る
広
葉
樹
が
多
い
環
境
で

あ
る
。
町
有
林
の
造
林
不

適
地
で
は
広
葉
樹
林
へ
の

天
然
更
新
を
図
っ
て
い

る
。
補
助
制
度
を
活
用
し

私
有
林
の
整
備
を
進
め
て

お
り
、す
み
分
け
ゾ
ー
ン
、

緩
衝
帯
の
設
置
に
効
果
が

あ
る
と
捉
え
る
。

問答

Ｄ
Ｘ
推
進計

画
は

　
　

住
田
町
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
は
、

仕
事
や
生
活
を
よ
り
良
く

変
容
さ
せ
る
た
め
。
計
画

の
進
捗
、町
民
利
便
性
は
。

　
　

町
長

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
向
け
た
体
制
と
取
組
み

事
項
の
検
討
を
し
て
き

た
。
令
和
６
年
度
は
窓
口

手
続
き
・
公
共
施
設
予
約

シ
ス
テ
ム
・
コ
ン
ビ
ニ
納

付
の
導
入
に
取
り
組
む
。

問答

問
次
期
総
合
計
画
策
定
は

答
住
民
懇
談
会
を
開
催

問 進めよ地球温暖化防止策
答 再生可能エネ活用を推進
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議員のつぶやき

自主防災組織の強化
は、消防団と各公民館
での想定訓練を積み重
ねることが大事。

阿
あ べ
部　祐

ゆういち
一議員

△　�各地区の自治公民館長を対象に開催された防災
リーダー研修

町
の
考
え
を
問
う

　
　
消
防
団
の
現
状
を
ど

う
捉
え
、
今
後
の
団
員
確

保
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
　
町
長

　

令
和
３
年
度
か
ら
団
員

の
減
少
傾
向
が
顕
著
と

な
っ
て
い
る
。
令
和
５
年

４
月
時
点
で
定
員
３
８
０

名
に
対
し
、
団
員
３
３
０

名
。
充
足
率
は
7８
・
９
％

で
団
員
数
の
減
少
は
課
題

と
捉
え
て
い
る
。

　

団
員
の
確
保
対
策
と
し

て
、
知
人
・
友
人
を
通
じ

た
団
員
の
勧
誘
や
消
防
団

員
協
力
事
業
所
の
設
置
な

ど
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
消
防
団
と

の
意
見
交
換
を
継
続
し
な

が
ら
、
有
効
な
団
員
確
保

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問答

　
　
今
後
の
消
防
団
組
織

再
編
の
見
通
し
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
町
長

　

団
員
数
の
減
少
は
あ
る

が
、
現
在
の
６
分
団
１８
部

で
構
成
さ
れ
る
組
織
は
維

持
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問答

将
来
的
に
は
、
消
防
団
の

再
編
は
避
け
て
通
れ
な
い

も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
各
地
区
に
お
け
る
自

主
防
災
組
織
と
消
防
団
と

の
連
携
強
化
が
よ
り
大
切

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

自
主
防
災
組
織
と
消
防

団
に
よ
る
連
携
は
、
極
め

て
重
要
で
あ
り
、
地
域
防

災
力
に
直
結
す
る
。
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
町
総

合
防
災
訓
練
で
、
さ
ら
に

工
夫
し
た
連
携
強
化
の
訓

練
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問答

　
　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

実
質
化
を
進
め
、
担
い
手

に
優
良
農
地
の
集
積
を
進

め
る
と
し
て
い
る
が
、
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

本
町
の
農
林
業
振
興
会

で
は
、
１9
の
人
・
農
地
プ

ラ
ン
を
策
定
。
現
在
は
、

目
指
す
べ
き
将
来
の
農
地

と
な
る
目
標
地
図
を
盛
り

込
ん
だ
地
域
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
る
。
令
和
５

年
度
は
、
農
地
集
積
が
進

ん
で
い
る
１
地
区
を
モ
デ

ル
と
し
て
策
定
に
着
手
。

そ
の
後
、
意
欲
あ
る
担
い

手
が
活
動
し
て
い
る
他
の

４
地
区
で
も
、
地
域
計
画

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
残
り
の
地
区
に
お
い

て
も
地
域
の
合
意
形
成
を

問答

図
り
、
計
画
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
町
内
生
産
の
堆
肥
を

活
用
し
た
耕
畜
連
携
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
成
果

と
普
及
促
進
を
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

　
　
町
長

　

こ
れ
ま
で
子
実
用
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
実
証
農
地
に

豚
糞
堆
肥
を
活
用
し
て
き

た
。
令
和
５
年
度
は
、
鶏

糞
ペ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

水
稲
の
実
証
栽
培
を
実

施
。
慣
行
栽
培
と
比
べ
、

生
育
が
良
く
多
収
量
と
な

り
、
肥
料
費
の
軽
減
が
図

ら
れ
た
。「
住
田
町
堆
肥

利
用
促
進
費
補
助
金
」
を

新
設
し
、
さ
ら
な
る
堆
肥

の
利
用
促
進
を
図
り
た
い
。

問答

問 どう見通す消防団再編
答 将来的には避けられない

問
農
地
プ
ラ
ン
進
捗
は

答
５
地
区
で
計
画
策
定
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議員のつぶやき

佐
さ さ き
々木信

しんいち
一議員

人口減少が進んでいる。
若者や女性が希望を持
てる環境づくりが大事。

町
の
考
え
を
問
う

　
　

令
和
２
年
の
国
勢
調

査
を
も
と
に
、
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

が
公
表
し
た
令
和
32
年
の

町
の
将
来
推
計
人
口
は
、

２
４
７
５
人
で
あ
り
、
大

幅
な
減
少
見
込
み
と
な
っ

た
。
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と

最
新
の
推
計
値
と
の
差
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
。

　
　
町
長

　

町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

平
成
30
年
推
計
を
も
と
に

策
定
。
令
和
27
年
ま
で
の

推
計
人
口
を
示
し
て
い

問答

　
　

人
口
減
少
に
よ
り
、

担
い
手
不
足
や
税
収
減
、

集
落
や
産
業
の
維
持
が
困

難
に
な
る
と
考
え
る
。
町

内
外
や
幅
広
い
世
代
に
向

け
て
、
働
く
場
所
の
確
保

や
生
活
環
境
の
整
備
な
ど

の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

若
者
の
職
場
確
保
や
定

着
を
促
進
す
る
助
成
制
度

と
し
て
、「
新
規
学
卒
者

雇
用
促
進
奨
励
金
」や「
若

者
職
場
定
着
奨
励
金
制

度
」
を
整
備
。
若
者
や
若

者
を
雇
用
す
る
事
業
所
を

支
援
す
る
こ
と
で
、
地
元

問答

る
。平
成
30
年
推
計
で
は
、

令
和
27
年
は
２
７
３
０
人

で
あ
り
、
最
新
推
計
で

は
、
令
和
27
年
の
人
口
は

２
８
１
５
人
と
な
る
。
人

口
減
少
幅
が
緩
や
か
に

な
っ
た
要
因
は
様
々
あ
る

が
、
町
総
合
計
画
に
お
け

る
各
施
策
に
一
定
の
成
果

が
表
れ
た
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

目
標
人
口
「
２
０
４

０
年
４
０
０
０
人
」
の
見

直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

問

　
　
町
長

　

目
標
人
口
は
令
和
６
年

度
の
次
期
総
合
計
画
を
策

定
す
る
中
で
設
定
さ
れ
る

も
の
と
捉
え
る
。
各
施
策

の
検
証
や
課
題
の
把
握
、

様
々
な
委
員
会
や
町
民
懇

談
会
な
ど
を
通
し
て
、
検

討
が
重
ね
ら
れ
確
立
さ
れ

て
い
く
。
現
在
は
、
目
標

達
成
に
向
け
、
引
き
続
き

各
種
施
策
の
方
向
性
を
継

続
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

答

定
着
に
努
め
て
い
る
。

　

新
た
な
事
業
を
創
出

し
、
起
業
し
よ
う
と
す
る

個
人
な
ど
に
対
し
て
は

「
住
田
町
起
業
奨
励
金
」

を
整
備
。
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

　

集
落
や
産
業
の
維
持
に

は
、
人
口
減
少
対
策
が
重

要
で
あ
る
。
子
ど
も
達
を

含
め
、
今
い
る
方
々
に
定

着
し
て
も
ら
え
る
よ
う
移

住
定
住
策
や
「
イ
コ
ウ
ェ

ル
す
み
た
」
の
活
用
に
よ

る
関
係
人
口
や
雇
用
の
創

出
、
住
民
所
得
の
向
上
や

産
業
振
興
に
係
る
取
り
組

み
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き

た
い
。

△　�住田町起業奨励金などを活用している町
内事業所

問
目
標
人
口
の
見
直
し
は

答
達
成
に
向
け
方
向
性
継
続

問 雇用確保で魅力づくりを
答 地元定着へ施策推進
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議員のつぶやき

地方の訪問介護の現
状を知ってもらえるよ
う、国への働きかけ
を期待したい！

金
きん
野
の
　千

ち づ
津議員

△　�町内どこへでも訪問し、高齢者や障が
い者の生活を支える訪問事業

町
の
考
え
を
問
う

　
　

高
齢
者
や
障
が
い
者

へ
の
避
難
対
応
は
。

　
　

町
長

　

ケ
ア
マ
ネ
、
保
健
福
祉

課
な
ど
が
中
心
と
な
っ

て｢

い
つ
、
ど
こ
に
、
だ

れ
と
、
ど
の
よ
う
に
」
避

難
す
る
か
を
明
確
に
し
た

個
別
避
難
計
画
を
策
定
す

る
。
対
象
は
身
体
障
害
者

手
帳
１
・
２
級
、
介
護
保

険
の
要
介
護
３
以
上
の
方

を
基
本
と
す
る
。

　
　

福
祉
避
難
所
は
ど
こ

を
想
定
し
て
い
る
か
。

　
　

町
長

　

町
内
４
カ
所
の
高
齢
者

施
設
を
想
定
し
て
い
る

が
、
地
区
に
よ
り
避
難
場

所
を
限
定
せ
ず
、
他
の
公

問答問答

共
施
設
な
ど
も
考
慮
し
て　

柔
軟
に
対
応
す
る
。
福
祉

避
難
所
へ
の
移
動
は
、
消

防
団
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と

も
視
野
に
入
れ
検
討
。

　
　

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
今

後
の
活
動
は
。

　
　

町
長

　

防
災
士
育
成
も
行
っ
て

お
り
、
自
主
防
災
組
織
を

中
心
に
、
自
助
・
共
助
の

役
割
を
高
め
、
組
織
力
の

充
実
強
化
を
図
る
。
令
和

６
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

る
総
合
防
災
訓
練
で
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
だ
く
。

問答

　
　

男
女
共
同
参
画
の
取

組
の
成
果
は
。

　
　

教
育
長

　

共
働
き
世
帯
で
は
女
性

の
家
事
時
間
が
圧
倒
的
に

多
か
っ
た
が
、
最
近
で
は

男
性
の
家
事
時
間
が
増
加

傾
向
に
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。保
育
料
の
無
償
化
は
、

女
性
の
働
き
や
す
い
環
境

整
備
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。
住
田
高
校
で
の
研
修

で
は
「
男
女
の
職
業
観
や

家
庭
内
で
の
役
割
分
担
へ

の
思
い
込
み
を
解
消
し
た

い
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
、
若
者
の
意
識
改
革

が
重
要
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

残
さ
れ
た
課
題
と
今

後
の
取
り
組
み
は
。

　
　

教
育
長

　

委
員
会
等
に
お
け
る
女

問答問答

性
委
員
の
割
合
30
％
以
上

を
指
標
と
し
て
あ
げ
て
い

る
が
、
令
和
５
年
度
の
実

績
は
20
％
で
あ
り
達
成
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
令
和

５
年
度
は
新
た
な
男
女
共

同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー
が
生

ま
れ
な
か
っ
た
の
で
、
教

育
委
員
会
職
員
も
含
め
、

養
成
講
座
研
修
に
も
取
り

組
み
た
い
。

ど
う
守
る

訪
問
事
業

　
　

訪
問
介
護
報
酬
の
引

下
げ
を
う
け
、
町
内
訪
問

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
あ

り
方
を
ど
う
捉
え
る
か
。

　
　

町
長

　

広
く
山
間
部
に
住
居
が

散
在
し
て
い
る
当
町
に
お

い
て
は
、
在
宅
訪
問
事
業

は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
介
護
事
業
所
の
人
材

確
保
と
、
研
修
の
実
施
な

ど
に
よ
る
人
材
育
成
を
支

援
し
て
い
き
た
い
。

問答

問 どう対応  要支援者避難
答 新たに個別避難計画策定

問
町
の
男
女
共
同
参
画
は

答
男
性
の
家
事
時
間
増
加
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議員のつぶやき

村
むらかみ
上　　薫

かおる
議員

かつて「災害は忘れた
頃にやってくる」だった
が、今は「災害は忘れ
ないうちにやってくる」

に変わった。

△　�住田地域診療センターと福祉施設間で始
まったオンライン診療

町
の
考
え
を
問
う

　
　

能
登
半
島
地
震
の
教

訓
を
含
め
、
町
地
域
防
災

計
画
の
適
切
な
見
直
し
が

必
要
と
考
え
る
。
計
画
の

見
直
し
と
防
災
会
議
を
い

つ
頃
予
定
し
て
い
る
か
。

　
　
町
長

　

町
地
域
防
災
計
画
は
、

最
後
の
改
正
か
ら
約
８
年

が
経
過
。
令
和
５
年
度
よ

り
改
正
作
業
を
進
め
て
い

る
。
改
正
後
、
早
期
に
防

災
会
議
を
開
催
し
、
計
画

の
成
案
化
を
図
る
。

問答

　
　
町
内
に
お
け
る
孤
立

化
想
定
地
域
へ
の
対
策
は

ど
う
か
。

　
　
町
長

　

火
の
土
、
蓬よ
も
ぎ

畑は
た

、
桧
山

の
３
カ
所
を
想
定
し
て
い

る
が
、
精
査
が
必
要
と
捉

え
る
。
で
き
る
対
策
は
限

ら
れ
る
が
、
当
該
自
主
防

災
組
織
と
意
見
交
換
を
行

い
な
が
ら
、
ソ
フ
ト
対
策

を
含
め
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

問答

　
　

新
年
度
、「
在
宅
医

療
等
の
あ
り
方
」
で
新
た

な
取
り
組
み
が
始
ま
る
。

具
体
的
な
内
容
は
。

　
　
町
長

　

令
和
５
年
７
月
に
町
の

「
在
宅
医
療
等
の
あ
り
方

検
討
会
」
を
設
置
し
、
実

務
者
レ
ベ
ル
で
検
討
を
進

め
て
き
た
。
令
和
６
年
度

か
ら
は
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
「
す
み
ち
ゃ

ん
」の
ポ
ー
タ
ブ
ル
エ
コ
ー

の
導
入
や
住
田
診
療
セ
ン

タ
ー
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
、
要
支
援
者
へ
の
個
別

避
難
計
画
の
作
成
な
ど
の

取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
る
。

問答

　
　
町
内
居
住
外
国
人
へ

の
緊
急
時
（
火
災
・
地
震

津
波
な
ど
）
の
対
応
研
修

が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
町
長

　

町
内
に
お
け
る
外
国
人

居
住
者
の
大
半
は
、
技
能

実
習
生
で
あ
り
、
１
２
２

名（
Ｒ
６
年
１
月
末
時
点
）

と
な
る
。各
事
業
体
で
は
、

安
全
衛
生
教
育
を
実
施
。

今
後
は
、
事
業
者
と
連
携

し
、
防
災
に
係
る
研
修
も

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

問答

問
地
域
防
災
計
画
見
直
し
は

答
早
期
成
案
化
図
る

問 どうなる在宅医療の取り組み
答 オンライン診療の開始

　
　
第
10
次
教
育
振
興
基

本
計
画
に
お
い
て
、
中
央

公
民
館
整
備
は
、
令
和
６

年
度
の
設
計
と
さ
れ
て
い

る
。
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　

教
育
長

　

計
画
は
令
和
３
年
度
に

策
定
し
、
協
議
を
進
め
て

き
た
。
公
民
館
や
図
書
室

な
ど
の
施
設
機
能
、
庁
舎

周
辺
整
備
計
画
の
整
理
、

今
後
の
財
政
状
況
に
関
し

て
、
十
分
な
検
討
が
必
要

と
判
断
。
令
和
６
年
度
の

実
施
を
見
直
し
、
協
議
を

継
続
し
て
い
る
。
新
た
な

開
発
計
画
の
策
定
は
、
令

和
７
年
度
を
予
定
。

問答

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
と
は

　

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
病
院
に
行
か
な

く
て
も
診
察
や
処
方
を

受
け
ら
れ
る
医
療
サ
ー

ビ
ス
。
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△　�捕獲後はジビエカーで素早く加工場へ搬送

△　�全個体で金属探知検査、放射性物質検査を実施

△　�素材をそのまま生かしたどぶろく
やジュース

設
定
課
題
を
現
状
調
査

解
決
へ
の
糸
口
を
研
究

　
常
任
委
員
会
で
は
、
各
委
員
会
が
計
画
し
た
町
政

課
題
に
係
る
調
査
事
項
や
研
究
内
容
に
基
づ
き
、
当

局
と
の
情
報
交
換
や
意
見
交
換
を
通
し
た
状
況
調
査

や
現
地
視
察
に
よ
る
事
例
調
査
、
研
修
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
各
常
任
委
員
会
の
活
動
報
告

と
議
会
レ
ポ
ー
ト
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

　

令
和
６
年
１
月
29
日

　

議
員
控
室

活
動
内
容

　

�

ど
ぶ
ろ
く
特
区
の
取
り

組
み
や
ジ
ビ
エ
の
活
用
、

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

に
つ
い
て
、
農
政
課
と

情
報
や
意
見
を
交
換
。

農
政
課
の
所
見

・（
ど
ぶ
ろ
く
特
区
）

　

�

製
造
免
許
の
取
得
な

ど
、ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
、

事
業
化
を
目
指
す
人
が

い
れ
ば
協
力
し
た
い
。

・（
ジ
ビ
エ
活
用
）

　

�

東
日
本
大
震
災
以
降
、

野
生
鳥
獣
は
放
射
能
汚

染
に
よ
り
、
利
用
に
は

全
数
検
査
が
必
須
と

な
っ
て
い
る
。
一
部
の

ハ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
解

体
処
理
施
設
整
備
を
求

め
る
声
が
あ
る
。
ジ
ビ

エ
事
業
を
行
い
た
い
と

の
声
は
届
い
て
い
な
い
。

・�（
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
）

　

�

現
在
、
返
礼
品
の
取

扱
い
業
者
は
3１
社
と

な
る
。
令
和
６
年
度

は
、
近
隣
自
治
体
や
中

間
事
業
者
と
の
連
携
を

図
り
、
目
標
寄
付
額
を

５
千
万
円
と
設
定
し
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
。

調査事項
地域資源を活用した特産品開発
実施した活動
農政課との情報・意見交換

産業経済常任委員会 委員長
　佐々木　信一

視
察
調
査
①

ジ
ビ
エ
加
工
・
販
売

　

�

Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
株
式
会

社
（
大
槌
町
安
渡
）

日
時

　

令
和
６
年
３
月
１5
日

ジ
ビ
エ
の
岩
手

ブ
ラ
ン
ド
化
へ

　

Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
（
モ
ミ

ジ
）
で
は
、
大
槌
町
内
で

捕
獲
さ
れ
た
鹿
を
素
早
く

処
理
し
、熟
成
後
に
解
体
。

冷
凍
生
肉
や
加
工
品
を
全

国
へ
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
ビ
エ
事
業
に
取
り
組

ま
れ
た
経
緯
や
歩
み
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
展
開

や
今
後
の
展
望
を
伺
い
ま

し
た
。

Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
の
展
望

①�

ジ
ビ
エ
サ
イ
ク
ル
（
捕

獲
、
製
造
、
流
通
、
消

費
、
体
験
、
育
成
）
に

よ
り
、
持
続
可
能
な
事

業
構
造
を
実
現
。

②�

ジ
ビ
エ
の
事
業
化
を
推

進
す
る
事
業
者
や
地
域

を
支
援
。

③�

岩
手
の
ジ
ビ
エ
ブ
ラ
ン

ド
立
ち
上
げ
を
目
指
す
。

視
察
調
査
②

農
産
物
加
工

宮
守
川
上
流
生
産
組
合

　
（
遠
野
市
宮
守
町
）

日
時

　

令
和
６
年
３
月
１5
日

加
工
場
を
見
学

　

宮
守
川
上
流
生
産
組
合

で
は
、
農
業
生
産
か
ら
商

品
開
発
、
産
直
運
営
、
委

託
加
工
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
加
工
現
場
を
見
学

し
、
ど
ぶ
ろ
く
づ
く
り
や

農
産
物
の
商
品
化
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
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△　�町民生活課との意見交換会

△　�広報研修会inイコウェル

△　�議員全員参加によるコンプライ
アンス研修会

議会
レポート

調査事項
高齢者等の移動手段確保策
実施した活動
町民生活課との情報・意見交換

調査事項
次も読みたくなる身近な広報紙づくり
実施した活動
議会広報研修会、紙面構成検討会

総務教民常任委員会 委員長
　荻原　　勝

広報編集常任委員会 委員長
　水野　正勝

空
白
地
域
の

移
動
手
段
を

日
時
・
場
所

　

令
和
６
年
２
月
６
日

　

議
員
控
室

活
動
内
容

　

町
の
公
共
交
通
に
お
け

る
現
状
や
課
題
に
つ
い

て
、
町
民
生
活
課
と
情
報

や
意
見
を
交
換
。

課
題
の
主
な
要
点

①�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

利
用
者
が
減
少
傾
向
に

あ
り
、
利
便
性
の
周
知

な
ど
も
不
足
し
て
い
る
。

②�

町
内
に
は
公
共
交
通
の

空
白
地
域
が
あ
り
、
地

域
事
情
に
配
慮
し
た
交

通
支
援
策
が
必
要
。

今
後
の
調
査
予
定

　

�

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
や

タ
ク
シ
ー
助
成
の
視
察

レ
イ
ア
ウ
ト

字
数
見
直
し

日
時
・
場
所

　

令
和
６
年
１
月
30
日

　

イ
コ
ウ
ェ
ル
す
み
た

活
動
内
容

・�

岩
手
県
町
村
議
長
会
に

よ
る
広
報
担
当
者
研
修

（
令
和
５
年
１１
月
）
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
研

修
会
。

・�

議
会
だ
よ
り
１
８
４
号

に
係
る
編
集
作
業
の
振

り
返
り
。

　

�（
新
体
制
に
お
け
る
課

題
や
改
善
点
の
整
理
な

ど
）

・�

令
和
６
年
度
（
１
８
５

号
）
か
ら
の
よ
り
良
い

議
会
広
報
づ
く
り
の
検

討
。

　

�（
文
字
数
や
レ
イ
ア
ウ

ト
の
見
直
し
な
ど
）

　講義では、コンプライアンス
の必要性をはじめ、議場での発
言や活動資金の使い方など、実
例も交えながら解説をしていた
だきました。
　「選良」という意識に立ち、
謙虚さを忘れずに、日々の活動
につとめてまいります。

　昨今、国会議員をはじめとす
る議員の不祥事が増えていま
す。議員の居眠りやセクハラな
どに留まらず、資金管理の不備
や裏金作りなど議員の資質を問
う重大な事件も起きています。
　当議会ではこのほど、議員と
しての道徳観や倫理観の捉え方
も含めて、議員活動に関わる法
令順守の研修会を行いました。

謙虚さを
忘れずに

コンプライアンス
（法令順守）研修会
講師　第一法規株式会社
　　　（東京都）
令和６年２月６日
生活改善センター研修室

議
会
レ
ポ
ー
ト
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議
員
が
行
う
質
問
や

提
言
が
、
町
政
に
ど
う

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
質
問
か
ら

一
部
を
取
り
上
げ
、
そ

の
後
ど
う
な
っ
た
か
追

跡
し
て
み
ま
し
た
。

その後

令和６年度
県外留学生が入学

質　問

生徒確保対策で
県外者留学制度検討を
　住田高校における生徒確保策とし
て、他の自治体で展開されている山
村留学制度を本町でも検討していく
べきと考えるがどうか。

答　弁

留学フェスタに参加
全国に住田高校をＰＲ

　教育委員会では、令和５年度「地域
みらい留学フェスタ（東京）」に参加。
各地の取り組みを研修すると共に、住
田高校の魅力を全国にＰＲしてきた。

△　�　�新緑をむかえ、活気あふれる新年度がスタート△　�　�住田高校では、生徒一人一人の個性を尊重
した魅力ある学校づくりに取り組んでいる

住田高校に初住田高校に初
　地域みらい留学生　地域みらい留学生
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一般質問その後



　

今
回
は
、
木
工
館
（
上

　

今
回
は
、
木
工
館
（
上

有
住
）
の
指
定
管
理
者
で

有
住
）
の
指
定
管
理
者
で

あ
る
ア
ト
リ
エ
・
リ
ト
ア

あ
る
ア
ト
リ
エ
・
リ
ト
ア

の
大
村
圭
さ
ん
で
す
。
木

の
大
村
圭
さ
ん
で
す
。
木

工
作
家
と
し
て
の
活
動
や

工
作
家
と
し
て
の
活
動
や

今
後
の
想
い
を
伺
い
ま
し

今
後
の
想
い
を
伺
い
ま
し

た
。「
森
林
・
林
業
日
本

た
。「
森
林
・
林
業
日
本

一
を
目
指
す
」
町
の
取
り

一
を
目
指
す
」
町
の
取
り

組
み
の
一
端
が
見
え
ま
す
。

組
み
の
一
端
が
見
え
ま
す
。

木
工
と
の
出
会
い

や
き
っ
か
け
は
。

家
具
屋
に
１
年
半

勤
め
て
、
本
格
的

に
機
械
の
使
い
方
を
学
び

ま
し
た
。
い
つ
か
ケ
ヤ
キ

や
サ
ク
ラ
な
ど
の
無
垢
の

木
で
家
具
を
作
っ
て
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

住
田
町
に
来
て
か

ら
の
木
工
と
の
関

わ
り
や
い
き
さ
つ
は
。

平
成
27
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
た
町
の

「
木
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
で
あ
る
新
生
児
用

木
製
品
提
供
事
業
に
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
加
わ
り
ま
し
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
想
い
で
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
か
。

子
ど
も
た
ち
が
木

に
触
れ
、
木
と
暮

ら
す
こ
と
を
通
じ
て
、
そ

の
温
も
り
を
感
じ
て
成
長

し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
。

今
ま
で
ど
の
よ
う

な
木
製
品
を
製
作

さ
れ
て
き
ま
し
た
か
。

新
生
児
用
の
ス

プ
ー
ン
を
は
じ

め
、
20
歳
の
集
い
で
贈
呈

さ
れ
る
名
刺
入
れ
、
イ
コ

ウ
ェ
ル
す
み
た
や
住
田
分

署
の
テ
ー
ブ
ル
な
ど
、
家

具
を
中
心
に
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
木
製
品
を
製
作
し
て

き
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
と
し
て
も
提

供
を
し
て
い
ま
す
。

木
工
館
へ
の
町
民

の
利
用
促
進
や
活

性
化
策
を
伺
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
イ
ベ
ン

ト
を
中
心
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
高
齢
者
の
方
で
も
気

軽
に
集
え
る
よ
う
陶
芸
が

体
験
で
き
る
準
備
も
進
め

て
い
ま
す
。
木
工
館
を
物

づ
く
り
の
場
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

（
連
絡
先
）
大
村
圭
さ
ん

０
８
０-

１
８
０
９-

５
９
５
１

木
工
館
を
物
づ
く
り
の
場
に

大大
おおむらおおむら
村村　　　　圭圭

けいけい
さんさん（世田米字大通）（世田米字大通）

議会を傍聴しよう！

　町議会は誰でも傍聴でき
ます。次の６月議会の予定
は下表のとおり。
　生活改善センター議会棟
の入口から案内に従って傍
聴席へお入りください。

住田テレビ放映住田テレビ放映もどうぞ
　本会議や一般質問の模様は、
住田テレビの「議会放送」でも
ご覧いただけます。
　放映時間は午後６時からです。

６月議会は
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23
30
24 25 26 27 28 29

令和６年３月
議会の傍聴者は
1313人人でした

△　△　住民に開放されている木工館（上有住八日町）住民に開放されている木工館（上有住八日町）

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
登

場
し
て
い
た
だ
く
企
画

に
な
り
ま
す
。
町
や
議

会
に
対
し
て
の
意
見
、

活
動
を
通
し
た
「
ま
ち

づ
く
り
」
へ
の
想
い
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

議案審議一般質問

QQ

Q

Q

Q

AA

A

A

A
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185 　僕の将来の夢は、大谷翔平選手のような、

プレーだけでなく、チームを大切にする
選手になりたいです。そのために、バッティ
ングや送球をしっかり練習し、試合ではピン
チに動じず、チームのみんなが頑張れるよう
に励ますことを心がけています。

　僕の夢は、全国に通用するようなラ
ンナーになって、みんなに住田を知ってもら
うことです。来てくれたら住田の良さを知って
ほしいと思います。そのために、体力をつけ
てスピードを出せるように頑張りたいと思い
ます。

住
田
を
有
名
に

プ
ロ
野
球
選
手
に

有住小学校６年

佐
さ さ き
々木　夢

ゆめ
稀
き

（上有住字山脈地）

世田米小学校６年

菅
かん
野
の
　翔

しょう
吾
ご

（下有住字中上）

コーナーです。コーナーです。

　自薦・他薦も大歓迎。申し　自薦・他薦も大歓迎。申し

込みをお待ちしています。込みをお待ちしています。

　住田町の子どもたちが　住田町の子どもたちが

将来の夢を語る将来の夢を語る

広報編集常任委員会
発行責任者　　議　　長　佐々木　春　一
　　　　　　　委　員　長　水　野　正　勝
　　　　　　　副委員長　荻　原　　　勝
　　　　　　　委　　員　阿　部　祐　一
　　　　　　　　　　　　村　上　　　薫
　　　　　　　　　　　　瀧　本　正　德
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　桜が咲き始めた４月。一足早く大きなこいのぼりが
泳ぐ有住保育園には、元気に遊ぶ子どもたちの姿があ
りました。図鑑を片手に花を探す子、おにごっこに夢
中な子、ピカピカの泥だんご作りに励む子など、十人
十色で春を楽しむ子どもたち。「春があったよ」と、小
さな白い花を差し出してくれた子もいました。少し目
線を下げることで、普段は気付かないような小さな春
の訪れを感じることができた一日でした。

有住保育園有住保育園

編集後記
▼４月は寒い冬を乗り越え希望をもたらす季節です。

▼そのような中、有住中学校と世田米中学校が統合し、

新しい住田中学校が船出をしました。生徒たちの活躍

を期待します。▼住田高校には、初めて県外からの地

域みらい留学生が入学しました。生徒や学校、地域に

どんな化学反応が起きるのか楽しみです。▼議会だよ

りは、町民の皆様と議会をつなぐ重要な媒体です。肝

に銘じて編集に取り組みます。

広報編集常任委員会
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